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真
柄　

越
前
が
大
国
に
な
っ
た
理
由

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
編
纂
に
着
手
し
た
『
延
喜
式
』
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）

に
完
成
し
た
。『
延
喜
式
』
巻
二
十
二
「
民
部
」
に
は
全
国
各
国
の
等
級
付
け

を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
北
陸
で
は
越
前
国
は
大
国
、
加
賀
・
越
中
・
越

後
国
は
上
国
、
若
狭
・
能
登
・
佐
渡
国
は
中
国
で
あ
る
。
全
国
に
お
け
る
大
国

は
十
三
か
国
、
上
国
は
三
十
五
か
国
、
中
国
は
十
一
か
国
、
下
国
は
九
か
国
で

あ
る
。
大
国
は
大
和
・
河
内
・
伊
勢
・
武
蔵
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
近
江
・

上
野
・
陸
奥
・
越
前
・
播
磨
・
肥
後
で
あ
っ
た
。

　

大
宝
二
年
に
施
行
さ
れ
た
大
宝
律
令
に
よ
る
と
官
職
に
就
く
に
は
官
職
に
相

応
し
い
位
（
位
階
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
大
国
の
守
に
任
じ
る
に
は
従

五
位
上
の
位
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
官
位
相
当
」
と
い
う
。

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
越
前
守
に
な
っ
た
高
志
村
君
は
従
五
位
下
で
あ
っ
た

こ
と
だ
け
を
見
れ
ば
、
越
前
国
は
大
国
で
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
越
前
は
延

喜
式
の
よ
う
に
奈
良
時
代
か
ら
大
国
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
越
前
国
の
等
級
に
つ
い
て
令
制
や
東
大
寺
文
書
等
か
ら
検
証
し
、
な
ぜ

越
前
国
が
大
国
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

一　

国
の
等
級
の
変
更

　
　
（
一
）
国
の
等
級

　

律
令
に
よ
る
と
、
国
を
「
大
国
」「
上
国
」「
中
国
」「
下
国
」
の
四
等
級
に

分
け
て
い
る
。
等
級
付
け
の
条
件
と
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
弘
仁

十
四
年
（
八
二
三
）
二
月
三
日
の
太
政
官
奏
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
）
に
「
越
前

国
の
江
沼
・
加
賀
郡
を
割
い
て
加
賀
国
と
す
る
。
中
国
に
准
ず
る
」
と
あ
っ
て

国
の
等
級
は
「
中
国
」
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
二
年
後
の
天
長
二
年
正
月
十
日

の
太
政
官
符
（『
同
』
巻
五
）
に
「
加
賀
国
を
上
国
と
定
め
る
事
」
と
あ
っ
て
、

「
加
賀
国
は
他
の
上
国
に
准
ず
る
だ
け
の
課
丁
と
田
地
が
あ
る
の
で
上
国
に
改

越
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大
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に
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っ
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理
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め
る
」
と
あ
る
。『
同
』
巻
五
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
六
月
八
日
の
太
政
官
奏

に
「
駿
河
・
安
芸
・
紀
伊
三
か
国
が
目
各
一
人
加
増
の
事
」
で
も
「
尾
張
な
ど

二
十
七
か
国
は
上
国
で
あ
り
な
が
ら
大
・
少
の
目
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
駿
河
・

安
芸
・
紀
伊
三
か
国
は
田
地
・
戸
数
を
調
べ
て
も
二
十
七
か
国
と
遜
色
が
な
い

の
で
、
目
を
も
う
一
人
加
増
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
る
。
こ
の
資
料
は
国
の

等
級
変
更
、
国
司
の
増
員
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
資
料
を
見
る
限

り
、
等
級
は
人
口
と
耕
地
面
積
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料

の
「
課
丁
・
戸
数
」
と
「
田
地
」
は
「
人
口
」
と
「
田
積
」
に
置
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

表
一
「
国
勢
ベ
ス
ト
二
〇
」
は
十
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
『
延
喜
式
』『
和
名

類
聚
抄
』
と
沢
田
吾
一
著
『
奈
良
朝
時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
』
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
「
古
代
国
勢
一
覧
」（『
日
本
史
総
覧
』
一
）
か
ら
表
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
凡
そ
人
口
と
田
積
が
多
い
国
が
大
国
で
あ
っ
た
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
口
と
田
積
の
寡
多
で
等

級
が
決
ま
る
な
ら
、
こ
の
表
か
ら
大
国
へ
は
上
国
の
美
濃
・
信
濃
・
下
野
・
讃

岐
を
入
れ
、
大
国
で
あ
る
河
内
は
上
国
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
人
口
と
田
積
の
多
少
は
国
の
ラ
ン
ク
付
け
の
大
き
な
条
件
で
あ
っ
た

こ
と
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
な
ら
人
口
と
田
積
の
他
に
ど
の
よ
う
な
理
由
・
条
件
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
和
銅
元
年
と
延
喜
式
の
国
の
等
級

　

表
二
は
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
任
命
さ
れ
た
各
国
守
の
人
事
表
で
あ
る
（『
続

日
本
紀
』）。
大
国
の
守
は
従
五
位
上
で
、
上
国
の
守
は
従
五
位
下
が
官
位
相
当

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
奈
」（
奈
良
初
期
）
の
国
等
級
は
国
守
が
従
五
下
は
「
上
国
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、従
五
上
以
上
の
国
守
の
全
て
の
国
が「
大

国
」
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
確
実
な
上
国
だ
け
を
「
上
」
と
し
た
。「
延
」
の

欄
の
「
大
」「
上
」
は
延
喜
式
の
国
等
級
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

表
二
か
ら
す
れ
ば「
上
国
」か
ら「
大
国
」に
な
っ
た
の
は
大
和
・
下
総
・
常
陸
・

越
前
の
四
か
国
を
数
え
、
等
級
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
表
か

ら
は
わ
か
ら
な
い
が
、美
濃
国
は
「
正
税
帳
」
等
か
ら
「
大
国
」
で
あ
っ
た
が
、

古
代
三
関
の
廃
止
に
よ
っ
て
「
上
国
」
に
格
下
げ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

奈
良
時
代
に
分
け
た
国
の
等
級
は
、
時
代
の
進
展
に
よ
っ
て
、
国
の
内
外
事

表一　国勢ベスト 20（『日本史総覧』参照）
順 郷数 推計人口 田積 出挙稲

NO 国 数 国 千人 国 百町 国 万束
1 陸奥 188 常陸 216 陸奥 514 越前 171
2 常陸 153 陸奥 186 常陸 400 陸奥 158
3 美濃 131 肥後 181 武蔵 355 肥後 157
4 武蔵 119 越前 179 近江 334 常陸 144
5 上野 102 播磨 145 上野 309 播磨 122
6 筑前 102 近江 141 信濃 309 近江 121
7 肥後 99 上野 134 下野 301 武蔵 111
8 播磨 98 武蔵 130 下総 264 上総 107
9 遠江 96 大和 130 出羽 261 下総 102
10 伊勢 94 上総 125 越前 258 出羽 97
11 近江 93 下総 120 肥後 235 備前 95
12 下総 91 美濃 115 上総 228 信濃 89
13 譛岐 90 備前 114 播磨 214 上野 88
14 大和 89 摂津 112 譛岐 186 譛岐 88
15 越前 85 伊勢 108 筑前 185 美濃 88
16 河内 80 譛岐 106 伊勢 181 下野 87
17 山城 78 相模 102 越中 179 相模 86
18 摂津 78 信濃 101 大和 179 越中 84
19 出雲 78 伊予 101 越後 149 越後 83
20 上総 76 下野 99 美濃 148 伊予 81
　　　太字は延喜式の大国、越前国は加賀国を含む

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



3

真
柄　

越
前
が
大
国
に
な
っ
た
理
由

情
も
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

な
お
、
令
制
に
よ
る
国
司
の
員
数
は
、
大
国
は
守
（
相
当
位
は
従
五
位
上
、
以

下
同
）・
介
（
正
六
下
）・
大
掾
（
正
七
下
）・
少
掾
（
従
七
上
）・
大
目
（
正
八
下
）・

少
目
（
従
八
下
）、
上
国
は
守
（
従
五
下
）・
介
（
従
六
上
）・
掾
（
従
七
上
）・
目
（
従

八
下
）、
中
国
は
守
（
正
六
下
）・
掾
（
正
八
上
）・
目
（
大
初
下
）、
下
国
は
守
（
従

六
下
）・
目
（
少
初
下
）
で
表
三
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

二　

奈
良
時
代
の
越
前
は
上
国

　
（
一
）
位
署
書

　

文
書
の
奥
書
に
官
人
が
文
書
に
署
名
す
る
場
合
、
官
位
姓
名
を
書
く
こ
と
を

位
署
書
と
い
う
。
次
の
よ
う
な
位
署
書
が
あ
る
。

　

位
署
書
の
場
合
①
年
月
日
の
下
に
文
書
作
成
者
の
氏
名
を
書
く
。
②
署
名
は

二
段
に
し
、
上
段
に
は
守
と
介
、
下
段
に
は
掾
と
目
の
氏
名
を
、
右
か
ら
上
級

者
順
に
書
く
。
③
官
位
相
当
以
上
で
あ
れ
ば
官･

位
の
順
、
そ
う
で
な
い
場
合

は
位
・
官
の
順
に
記
入
す
る
。
④
位
が
低
く
官
が
高
い
場
合
は
「
守
」、
逆
に

位
が
高
く
官
が
低
い
場
合
は
「
行
」
字
を
官
の
上
に
書
く
規
則
で
あ
っ
た
。

　

資
料
Ａ
「
越
前
国
大
税
帳
」
を
作
成
し
た
の
が
従
八
位
上
少
目
林
連
で
あ
る
。

当
時
の
越
前
守
は
按
察
使
の
従
四
位
下
大
伴
宿
祢
邑
治
麻
呂
で
、
介
は
正
六
位

上
大
蔵
伊
美
吉
石
村
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
二
人
は
上
段
に
記
入
。
下
段
に
は
掾

正
七
位
上
坂
合
部
宿
祢
、大
目
の
従
七
位
上
土
師
宿
祢
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

五
人
共
に
位
・
官
の
順
で
あ
る
か
ら
、「
行
」
が
官
名
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。

官
位
相
当
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
位
が
高
く
官
職
が
低
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

資
料
Ｂ
「
越
前
国
公
験
」
の
越
前
守
粟
田
朝
臣
奈
勢
万
呂
は
従
五
位
下
で
官
・

位
の
順
に
な
っ
て
い
る
の
は
官
位
相
当
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

資
料
Ｃ
「
越
前
国
公
験
」
の
越
前
守
恵
美
朝
臣
も
Ｂ
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　

資
料
Ｄ
「
越
前
国
足
羽
郡
糞
置
村
開
田
図
」
の
越
前
守
従
四
位
下
藤
原
朝
臣

は
相
当
位
三
位
と
四
位
の
間
に
あ
っ
た
参
議
で
あ
っ
た
か
ら
、
官
職
・
位
階
の

順
で
記
し
、
従
四
位
上
に
相
等
す
る
右
大
弁
を
兼
ね
て
い
た
の
で
「
守
」
を
右

大
弁
の
上
に
書
き
、
越
前
守
は
従
五
位
下
が
相
当
職
で
あ
る
か
ら
、
位
は
高
い

の
で
官
職
で
あ
る
守（
越
前
守
）の
上
に「
行
」を
書
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ「
守
」

で
も
最
初
の
「
守
」
は
位
階
に
対
し
て
官
職
が
高
い
と
き
官
の
上
に
置
く
「
守
」

で
、
後
の
「
守
」
は
越
前
守
の
「
守
」
の
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
か
ら
Ｄ
の
資
料
か

ら
圧
倒
的
に
「
行
」
が
多
く
、
位
階
に
対
し
て
任
じ
ら
れ
た
官
職
は
低
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

奈
良
時
代
の
位
署
書
か
ら
国
の
等
級
を
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま

国 位 氏　名 奈 延

摂津 従　三 高向麻呂 上
大和 従五下 佐伯男 上 大
河内 正五下 石川石足 大
山背 従五下 坂合部三田麿 上 上
伊勢 正五下 大宅金弓 大
尾張 従四下 佐伯太麻呂 上
遠江 従五下 美努浄麻呂 上 上
上総 従五上 上毛野安麻呂 大
下総 従五下 賀茂吉備麻呂 上 大
常陸 従五下 安部狛秋麻呂 上 大
近江 正五下 多治比水守 大
美濃 従五上 笠麻呂 上
信濃 従五下 小治田宅持 上 上
上野 従五上 田口益人 大
武蔵 正五下 当麻桜井 大
下野 従五下 多治比広成 上 上
陸奥 従四下 上毛野小足 大
越前 従五下 高志村君 上 大
越後 従五下 安倍真君 上 上
丹波 従五上 大神狛麻呂 上
出雲 正五下 忌部子首 上
播磨 正五上 巨勢邑治 大
備前 従四下 百済王南典 上
備中 従五上 多治比吉備 上
備後 正五上 佐伯麻呂 上
長門 従五上 引田爾閇 上
讃岐 従五上 大伴道足 上
伊予 従五上 久米尾張麻呂 上

表二　和銅元年主要国守人事
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十
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り
資
料
Ｂ
・
Ｃ
の
国
守
は
位
官
相
当
で

あ
る
か
ら
、越
前
国
は
「
上
国
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
Ｂ
の
越
前
介
高
橋

朝
臣
子
老
の
位
階
の
□
は
「
正
」「
従
」

の
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。
介
の
上
に

「
行
」
が
あ
る
か
ら
介
相
当
位
よ
り
高

位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、

表
三
よ
り
上
国
の
介
は
従
六
位
上
で
あ

る
の
で
、「
従
」
を
入
れ
た
の
で
は
上

国
相
当
職
と
な
り
、
記
入
は
官
・
位
の

順
に
な
る
か
ら
「
介
従
六
位
上
高
橋
朝

臣
子
老
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か

ら
「
従
」
で
は
な
く
、「
正
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
高
橋
朝

臣
子
老
の
位
は
「
正
六
位
上
」
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

令
制
で
は
大
国
の
掾
は
二
人
（
大
掾
・

少
掾
）、目
も
二
人（
大
目
・
少
目
）で
あ
る
。

上
国
の
場
合
は
掾
・
目
と
も
に
一
人
で

あ
る
。
し
か
し
越
前
の
場
合
、
目
は
二

人
（
大
目
・
少
目
）
任
命
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
っ
て
令
規
定
に
は
な
い
。
越
前

は
上
国
で
あ
っ
た
も
の
の
、
大
国
に
近

Ａ
「
越
前
国
大
税
帳
」

　
　
　
　
　

天
平
三
年
二
月
廿
六
日

　

従
四
位
下

按
察
使
兼
守
大
伴
宿
祢
邑
治
麻
呂

　

正
六
位
上

介
勲
十
二
等
大
蔵
伊
美
吉
石
村

Ｂ
「
越
前
国
公
験
」

　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
七
歳
三
月
九
日

　

守
従
五
位
下
粟
田
朝
臣
奈
勢
万
呂

　

□
六
位
上
行
介
高
橋
朝
臣
子
老

Ｃ
「
越
前
国
公
験
」

　
　
　
　
　

天
平
宝
字
八
年
二
月
九
日

　

守
従
五
位
下
恵
美
朝
臣

　

外
従
五
位
下
行
介
高
丘
連
「
比
良
麻
呂
」

Ｄ
「
越
前
国
足
羽
郡
糞
置
村
開
田
図
」

　
　
　
　
　

天
平
神
護
二
年
十
月
廿
一
日

　

参
議
従
四
位
下

右
大
弁
兼

守
藤
原
朝
臣
在
京

　

従
五
位
下
行
介
多
治
比
真
人
「
長
野
」

　

従
五
位
下
守
近
衛
少
将
兼
行
員
外
介
弓
削
宿
祢
「
牛
養
」

Ｅ
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
天
平
五
年
閏
三
月
六
日

　
　
　
　
　
（
前
略
）

従
八
位
上

少
目
林
連
班
田

正
七
位
上

掾
九
等
坂
合
部
宿
祢
監
関

従
七
位
上

大
目
勲
十
二
等
土
師
宿
祢
朝
集
使

　
従
七
位
下
行
少
目
阿
倍
朝
臣

従
六
位
上
行
掾
大
伴
宿
祢
潔
足

正
七
位
上
行
目
田
辺
史
朝
集
使

正
七
位
下
行
大
目
王
「
叙
忠
」

正
六
位
上
行
掾
大
伴
宿
祢
尾
張
連
「
豊
人
」

正
七
位
下
行
少
目
大
伴
宿
祢

従
七
位
下
行
大
目
大
宅
朝
臣

正
六
位
上
行
掾
佐
味
朝
臣
「
吉
備
麻
呂
」

正
七
位
上
行
少
目
丈
部
直
入
部

正
八
位
上
守
近
衛
員
外
将
曹
兼
行
員
外
少
目
榎
井
朝
臣
大
帳
使

□
□
□
□
□
□
□
（
起
九
）
月
廿
九
日
至
十
二
月
三
十
日
合
九
十
箇
日
食
料　

稲
二
五
二
束
日
別
三
束
八
把
（
中
略
）

新
任
大
目
従
七
位
上
勲
十
二
等
中
臣
高
良
比
連
新
羅　

起
十
一
月
十
日
至
十
二
月
三
十
日
五
一
箇
日
、
食
料　

稲

八
六
束
七
把
日
別
一
束
七
把
（
後
略
）

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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越
前
が
大
国
に
な
っ
た
理
由

い
上
国
と
判
断
し
目
を
二
人
体
制
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
上
国
で
あ
っ
た

尾
張
国
の
天
平
二
年
（
七
三
〇
）・
天
平
六
年
（
七
三
四
）「
尾
張
国
正
税
帳
」
に

は
「
少
目
」「
大
目
」
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
尾
張
国
も
越
前
国
と
同
じ
扱
い

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
二
）
国
司
の
日
給

　

資
料
Ｅ
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）「
越
前
国
郡
稲
帳
」
の
一
部
で
あ
る
。
国
司

が
年
の
途
中
で
任
命
さ
れ
た
場
合
の
給
与
計
算
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た

い
。
国
司
に
は
職
分
田
（
表
三
）
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
職
分
田
は
す
べ
て
上

田
と
し
、
そ
の
上
田
一
段
か
ら
五
十
束
の
稲
が
収
穫
で
き
る
も
の
と
し
て
計
算

す
る
。
職
分
田
は
表
三
の
よ
う
に
国
級
・
職
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
、
各
守
・

介
・
掾
・
目
に
与
え
ら
れ
る
田
数
を
掛
け
て
そ
の
数
を
三
百
六
十
日
（
一
年

三
百
六
十
日
と
す
る
）
で
割
れ
ば
一
日
の
給
与
稲
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
四
は
上
国
国
司
の
日
給
（
把
）
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
（
表
三
「
日
給
」
欄

は
表
四
に
よ
っ
て
得
た
数
字
）。

　

Ｅ
「
越
前
国
郡
稲
帳
」
の
□
□
□
□
□
□
□
の
人
物
に
支
給
さ
れ
た
九
十
日

分
の
稲
二
百
五
十
二
束
（
二
千
五
百
二
十
把
）
で
あ
る
か
ら
、
一
日
二
束
八
把
と

な
る
。
日
別
三
束
八
把
と
し
た
の
は
一
日
二
束
八
把
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
も
分

か
る
。
表
三
で
は
日
別
二
束
八
把
の
国
司
は
上
国
の
介
し
か
い
な
い
。
Ｅ
の
□

□
□
□
□
に
は
「
新
任
介
□
□
□
□
」
の
文
字
が
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う

一
人
新
任
大
目
中
臣
高
良
比
連
新
羅
の
食
料
五
十
一
日
分
と
し
て
稲
八
十
六
束

七
把
を
支
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
日
一
束
七
把
と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
の
日
給
を
表
三
か
ら
み
れ
ば
大
国
か
、
上
国
か
に
な
る
。
先
の
介

の
日
給
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
越
前
国
は
上
国
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

な
お
、
表
三
の
「
公
廨
稲
」
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
お
き
た
い
。
奈
良
時
代

の
農
民
生
活
は
苦
し
く
種
籾
も
食
料
に
回
し
て
春
に
な
っ
て
も
蒔
く
種
籾
が
な

か
っ
た
。
ま
し
て
夏
の
農
繁
期
に
食
料
が
な
く
働
け
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
農
業
は
で
き
な
く
な
っ
て
租
税
も
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
国
司
は
農
民
に
春
と
夏
に
官
稲
を
貸
し
与
え
（
出
）、
秋
に
は
生
産
さ
れ

た
稲
か
ら
貸
し
与
え
た
稲
に
利
息
稲
五
割
を
加
え
た
分
を
回
収
（
挙
）
し
て
農

業
経
営
が
で
き
る
よ
う
営
農
資
金
貸
与
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
出
挙
」
と

い
っ
た
が
、
多
く
の
利
稲
（
利
息
）
を
得
ら
れ
た
の
で
、
国
司
は
出
挙
を
強
制

す
る
よ
う
に
な
り
一
種
の
税
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
の
天
平
一
七
年
（
七
四
五
）
十
一
月
、
各
国
が
貸
し
付
け
る
公

表三　等級国別国司表

等級 職名 相当位
職分田 公廨稲

給田
（段）

日給
（把）

事力
（人） （分）

大国

守 従五上 28 39 8 6
介 正六下 22 31 7 4
大掾 正七下 18 25 5 3
少掾 従七上 18 25 5 3
大目 従八上 12 17 4 2
少目 従八下 12 17 4 2

上国

守 従五下 22 31 7 6
介 従六上 20 28 6 4
掾 従七上 16 22 5 3
目 従八下 12 17 4 2

中国
守 正六下 20 28 6 5
掾 正八上 12 17 4 3
目 大初下 10 14 3 2

下国
守 従六下 16 22 5 4
目 少初上 10 14 3 2

表四　国司の職分田一日の収穫量計算

500（把）×職分田数（段）÷360（日）＝１日分
　上国守　500×22÷360＝30,6→３束１把
　〃　介　500×20÷360＝27,7→２束８把
　〃　掾　500×16÷360＝22,2→２束２把
　〃　目　500×12÷360＝16,6→１束７把

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
十
九
巻
二
号

廨
稲
（
出
挙
）
に
充
て
る
稲
数
の
上
限
を
決
め
て
い
る
。
政
府
は
農
民
の
疲
弊

を
さ
け
る
た
め
各
国
に
貸
し
付
け
の
上
限
を
国
の
等
級
別
に
決
め
た
の
で
あ

る
。
得
ら
れ
た
利
稲
は
ま
ず
租
税
滞
納
分
に
充
当
し
、
そ
れ
か
ら
官
庁
の
諸
経

費
に
充
て
ら
れ
、
残
り
は
国
司
間
で
分
配
し
た
の
で
あ
る
。
公
廨
稲
を
め
ぐ
っ

て
国
司
が
争
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）

公
廨
稲
を
処
分
す
る
新
し
い
法
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
今
年

度
に
得
ら
れ
る
公
廨
稲
を
集
計
し
、
先
ず
官
物
の
欠
損
を
補
い
租
稲
の
未
納
分

を
埋
め
合
わ
せ
、
国
内
に
蓄
え
て
お
く
べ
き
分
を
差
し
引
い
た
残
り
を
国
司
の

取
り
分
と
し
、
国
の
等
級
に
よ
っ
て
配
分
せ
よ
。
そ
の
配
分
は
守
に
六
分
、
介

に
四
分
、
掾
に
三
分
、
目
に
二
分
、
史
生
・
国
博
士
・
国
医
師
は
一
分
、
員
外

官
は
各
相
当
官
に
准
ず
る
も
の
と
す
る
」（『
続
日
本
紀
』）
と
あ
る
。
そ
れ
が
表

三
の
公
廨
稲
の
配
分
数
で
あ
る
。

　

資
料
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
か
ら
判
断
す
れ
ば
奈
良
時
代
の
越
前
国
は
「
上

国
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　

日
本
と
新
羅

　
（
一
）
新
羅
攻
撃
論

　

七
世
紀
の
朝
鮮
半
島
で
は
北
の
高
句
麗
、
東
の
新
羅
、
西
の
百
済
の
三

国
が
対
立
抗
争
し
て
い
た
。
高
句
麗
と
百
済
は
同
盟
を
結
ん
で
新
羅
に
対

し
た
。
新
羅
は
使
者
を
唐
へ
派
遣
し
て
出
兵
を
要
請
し
た
の
で
、
唐
は

六
四
五
・
六
四
七
・
六
四
八
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
高
句
麗
を
攻
撃
す
る
な
ど
、

唐
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な
る
。
六
六
三
年
百
済
・
日
本
の
連
合
軍
は
白
村
江
の

戦
い
で
大
敗
し
百
済
は
滅
び
る
。
高
句
麗
は
六
六
八
年
に
滅
び
る
。
唐
は
そ
れ

ぞ
れ
百
済
遺
民
・
高
句
麗
遺
民
を
懐
柔
し
自
治
を
認
め
、
間
接
統
治
の
羈
縻
支

配
を
行
っ
た
。
唐
は
こ
の
羈
縻
支
配
を
新
羅
に
も
適
応
し
た
の
で
あ
る
。
唐
の

こ
の
よ
う
な
半
島
支
配
政
策
は
新
羅
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
羅

は
日
本
に
朝
貢
す
る
よ
う
に
な
る
。
六
七
〇
年
新
羅
は
唐
に
対
し
軍
事
的
に
反

抗
し
、
百
済
の
故
地
を
奪
取
す
る
。
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
た
新
羅
は
八
世
紀
に

な
る
と
、
日
本
に
低
姿
勢
で
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
く
な
り
、
つ
い
対

等
な
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

　

天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
正
月
、
唐
の
大
明
宮
（
蓬
莱
宮
）
含
元
殿
に
て
催

さ
れ
た
朝
賀
の
議
式
に
、
唐
の
百
官
と
朝
貢
諸
国
の
使
節
が
参
加
し
た
。
唐

の
朝
廷
は
、
遣
唐
副
使
大
伴
古
麻
呂
の
席
次
を
西
側
組
の
吐
蕃
国
（
チ
ベ
ッ
ト
）

の
次
に
置
き
、
東
側
組
は
新
羅
・
大
食
国
（
ペ
ル
シ
ャ
）
の
順
で
あ
っ
た
。
古

麻
呂
は
「
新
羅
は
昔
か
ら
今
日
ま
で
日
本
国
に
朝
貢
し
て
い
る
国
で
あ
る
の
に

東
側
の
第
一
の
上
座
で
、
日
本
は
西
側
の
下
位
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

義
に
か
な
わ
な
い
こ
と
で
す
」
と
抗
議
し
た
。
唐
の
将
軍
は
直
ち
に
日
本
国
と

新
羅
国
と
の
席
次
を
交
換
し
、日
本
は
東
側
の
上
座
と
な
っ
た
（『
続
日
本
紀
』）。

こ
れ
で
日
本
は
満
足
で
あ
っ
た
も
の
の
、
新
羅
の
憤
激
に
火
を
つ
け
る
結
果
と

な
り
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
遣
新
羅
使
小
野
田
守
は
新
羅
国
王
に
引
見

を
拒
否
さ
れ
、
使
者
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
な
く
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
・
新
羅
関
係
は
一
層
険
悪
に
な
っ
た
。
天
平
勝
宝
八
年

（
七
五
六
）
筑
前
国
に
怡
土
城
の
築
城
を
始
め
る
な
ど
日
本
も
相
当
危
機
意
識
を

持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
唐
で
は
安
禄
山
が
唐
王
朝
に
対
し
て
反
乱
を
起
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越
前
が
大
国
に
な
っ
た
理
由

こ
し
、
長
安
を
占
領
す
る
と
い
う
安
史
の
乱
（
～
七
六
三
年
）
が
唐
全
土
を
大

混
乱
に
陥
ら
せ
る
。
新
羅
が
後
ろ
盾
に
し
て
い
た
唐
は
内
乱
で
混
乱
し
て
い
る

か
ら
新
羅
を
援
助
す
る
余
裕
は
な
い
と
分
析
し
た
日
本
で
は
、
新
羅
を
抑
え

る
好
機
と
新
羅
進
攻
計
画
が
も
ち
あ
が
る
。
当
時
の
実
力
者
藤
原
仲
麻
呂
（
恵

美
押
勝
）
は
こ
れ
を
実
行
し
、
権
力
の
強
化
に
意
を
用
い
る
。
天
平
宝
字
三
年

（
七
五
九
）
大
宰
府
に
行
軍
式
（
作
戦
書
）
を
作
ら
せ
、
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・

南
海
道
に
五
百
艘
の
軍
船
を
造
る
よ
う
指
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
天
平
宝
字
七
年

（
七
六
三
）
新
羅
対
策
の
た
め
諸
国
の
軍
団
を
整
備
・
強
化
す
る
任
と
し
て
の
節

度
使
が
廃
止
さ
れ
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
仲

麻
呂
謀
反
事
件
に
よ
り
、
仲
麻
呂
は
北
琵
琶
湖
で
斬
首
さ
れ
た
か
ら
、
新
羅
攻

撃
計
画
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
そ
の
後
の
新
羅
と
日
本

　

渤
海
と
新
羅
の
対
立
は
、
渤
海
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
日
本
と
も
敵
対
し
、

日
本
へ
の
新
羅
の
態
度
か
ら
対
立
関
係
は
一
層
不
穏
に
な
っ
た
。
宝
亀
十
一
年

（
七
八
〇
）
以
降
日
本
と
新
羅
と
の
公
的
な
外
交
関
係
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

新
羅
は
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
王
族
内
部
で
の
抗
争
、
王
都
で
の
反
乱
が
頻
発

し
王
位
を
奪
い
取
る
「
簒
奪
」
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新
羅
は
恵
恭
王

が
暗
殺
さ
れ
た
七
八
〇
年
か
ら
滅
亡
（
九
三
五
年
）
ま
で
の
約
百
五
十
年
間
は

動
揺
・
衰
退
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
半
島
情
勢
で
あ
っ
た
か
ら
新
羅
国
と
し
て
の
日
本
に
侵
攻
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
地
方
政
治
の
乱
れ
か
ら
そ
の
余
波
は
日
本
に
も
及
ぶ
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

表
五
の
飛
馳
使
と
は
緊
急
を
要
す
る
と
き
各
国
よ
り
中
央
へ
齎
さ
れ
た
情
報

伝
達
使
で
あ
る
。「
蝦
夷
」
と
は
蝦
夷
の
反
乱
の
様
子
や
戦
果
の
報
告
、「
渤
海
」

は
渤
海
使
節
等
の
来
着
報
告
、「
遣
唐
使
」
は　

遣
唐
使
に
関
す
る
情
報
伝
達
、

「
新
羅
」
は
新
羅
人
の
渡
来
・
情
報
、「
俘
囚
」
と
は
俘
囚
の
反
乱
状
況
報
告
、

「
そ
の
他
」
緊
急
を
要
す
る
反
乱
等
、「
？
」
は
飛
馳
使
が
派
遣
さ
れ
た
も
の
の

そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

外
国
と
の
関
係
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
友
好
国
で
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
警
戒
を
強
め
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
渤
海
は
地
勢
的
関
係
か
ら
日
本
海

に
来
着
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
政
府
は
外
国
と
の

窓
口
を
大
宰
府
一
か
所
に
す
る
こ
と
で
、
管
理
統
制
を
は
か
る
た
め
宝
亀
四
年

（
七
七
三
）
渤
海
の
使
節
に
古
例
に
従
っ
て
、
大
宰
府
に
回
り
北
の
日
本
海
航

路
を
通
ら
な
い
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
渤

海
使
は
越
前
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
な
ぜ
約
束
を
守
ら
な
い
の
か
」

と
事
情
説
明
を
求
め
る
と
、
渤
海
使
史
都
蒙
は
「
確
か
に
先
の
渤
海
使
か
ら
そ

の
旨
を
承
っ
た
か
ら
、
我
が
国
の
南
海
府
の
吐
号
浦
を
出
発
し
て
、
西
方
の
対

馬
の
竹
室
津
を
目
指
し
た
の
で
す
が
、
海
上
で
嵐
に
あ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
地
域

に
着
い
た
の
で
す
。
約
束
を
違
え
る
気
持
ち
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て

い
る
。
日
本
海
の
自
然
は
厳
し
く
約
束
通
り
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
海
か

ら
の
入
京
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）

渤
海
使
が
能
登
国
に
来
着
す
る
頻
度
が
高
い
の
で
「
能
登
客
院
」
の
建
設
を
急

が
せ
て
い
る
。
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
に
は
渤
海
使
が
入
京
の
た
め
街
道
筋
に

当
た
る
加
賀
・
越
前
・
近
江
・
山
城
国
に
官
舎
・
道
・
橋
を
修
理
さ
せ
、
道
端

の
死
骸
を
埋
葬
す
る
よ
う
命
じ
、
渤
海
使
を
饗
応
す
る
た
め
、
越
前
・
能
登
・
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越
中
国
に
酒
・
宍
・
魚
・
鳥
・
蒜
な
ど
を
加
賀
国
へ
送
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
日
本
海
か
ら
渡
来
す
る
外
国
人
に
対
す
る
配
慮
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
た
と
え
友
好
国
の
渤
海
で
あ
っ
て
も
、
領
客
使
を
つ
け
て
警
戒
を

怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
渤
海
使
入
国
か
ら
帰
国
ま
で
」
の
下
表
で
、
十
一
月
十
八
日
に
若
狭
に
着

い
た
裴
璆
ら
一
行
の
報
告
か
ら
、
入
京
し
て
鴻
朧
館
に
入
る
ま
で
約
五
か
月
の

月
日
を
要
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
は
儀
式
的
、
慣
習
的
な
手
続
き
が
な
さ
れ
、

友
好
国
で
あ
っ
て
も
外
国
人
の
入
京
に
は
慎
重
を
期
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

四　

国
家
の
有
事
と
対
策

　
（
一
）
宝
亀
十
一
年
の
勅　

　

当
時
の
我
が
国
は
東
北
の
蝦
夷
に
対
処
す
る
た
め
、
天
平
宝
字
三
年

（
七
五
九
）
に
は
坂
東
八
国
や
越
前
国
な
ど
の
浮
浪
人
二
千
人
を
雄
勝
柵
の
柵
戸

と
し
、
関
東
諸
国
か
ら
兵
士
へ
兵
器
を
送
り
、
雄
勝
や
桃
生
の
城
に
貯
え
て
い

る
。
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
に
な
る
と
、蝦
夷
の
反
乱
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

一
月
に
は
陸
奥
の
民
家
が
焼
か
れ
、
三
月
に
は
按
察
使
紀
朝
臣
広
純
が
殺
さ
れ

て
い
る
。
政
府
は
征
東
大
使
・
出
羽
鎮
狄
将
軍
ら
を
任
命
し
武
器
・
兵
糧
の
糒
・

綿
入
れ
の
上
着
な
ど
を
送
っ
て
蝦
夷
に
立
ち
向
わ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
は
か
ば

か
し
く
こ
と
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
新
羅
の
我
が
国
へ
の
敵
対
関
係
は
放

置
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
国
の
内
外
の
敵
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
七
月
二
十
六
日
の
天
皇
の
勅
に
次
の
よ
う
な
意

味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
筑
紫
の
大
宰
府
は
西
海
の
僻
地
に
あ
っ
て
、

諸
蕃
国
の
朝
貢
船
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
兵
士
と
馬
を
訓
練
し
、

武
装
兵
は
優
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
権
威
と
武
力
で
非
常
に
備
え
て
い
る
。
北
陸

道
も
ま
た
蕃
客
を
も
て
な
し
て
い
る
。
し
か
し
北
陸
の
兵
士
は
い
ま
だ
か
っ
て

兵
事
訓
練
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
こ
と
が
起
っ
て
兵
士
を
集
め
て
い
る
の
で
は

用
を
な
さ
な
い
。
平
穏
な
と
き
に
こ
そ
危
機
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
良
い
は
ず
が
な
い
。
大
宰
府
に
準
じ
て
警
戒
す
る

よ
う
に
せ
よ
。

〇�
沿
海
の
村
々
で
は
、
怪
し
い
船
を
見
つ
け
た
ら
、
直
ぐ
国
へ
知
ら
せ
よ
。
国

が
賊
船
と
確
認
し
た
な
ら
、
国
司
は
急
い
で
対
応
策
を
協
議
し
、
管
内
を
警

戒
し
、
天
皇
へ
知
ら
せ
よ
。（
其
の
一
）

〇�

賊
船
が
我
が
海
岸
に
着
い
た
と
き
は
近
く
の
百
姓
は
武
器
を
と
り
、
食
糧
を

渤海使入国から帰国まで

延喜19年（919）
　11・18　若狭国に裴璆ら105人来着報告
　11・25　�越前国に安置し入京させるべき

を奏上
　12・ 5　存問客使・通事任命
　12・16　宴日の舞人選定
延喜20年（920）
　 3・22　�官使、越前国の渤海使に時服を

賜る
　 4・ 2　掌客使・領客使を任命する
　 4・20　裴璆らを存問
　 5・ 7　渤海使の通事を任じる
　 5・ 8　裴璆ら入京し鴻朧館に到着
　 5・10　裴璆に正三位に叙する
　 5・11　渤海使、王啓・進物を進める
　 5・12　豊楽院で渤海使に宴を賜る
　 5・15　�掌客使、裴璆の別貢物を受領し

蔵人所へ
　 5・16　�朝集堂で宴、渤海国王に答進物

を賜う
　 5・17　裴璆に書を賜う
　 5・18　渤海使帰国にのぞむ
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柄　

越
前
が
大
国
に
な
っ
た
理
由

持
っ
て
駆
け
つ
け
、
死
ぬ
覚
悟
で
戦
え
。
援
軍
を
待
っ
て
躊
躇
し
た
た
め
賊

に
乗
じ
ら
れ
る
隙
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。（
其
の
二
）

〇�

兵
士
が
集
合
す
る
場
所
に
は
目
印
を
立
て
地
勢
を
考
え
便
宜
を
図
る
よ
う
つ

と
め
よ
。
兵
士
以
上
の
者
、
百
姓
で
も
弓
馬
に
優
れ
て
い
る
者
を
道
の
遠
近

を
考
え
部
隊
を
組
織
し
て
分
配
せ
よ
。
有
事
に
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
せ
よ
。（
其
の
三
）

〇�

戦
士
以
上
の
者
は
、
賊
が
来
た
こ
と
が
分
か
れ
ば
武
器
を
と
り
、
糒
袋
を
腰

に
さ
げ
、直
ぐ
に
本
隊
へ
行
き
隊
伍
を
整
え
よ
。
静
か
に
賊
の
動
き
を
待
ち
、

疲
れ
た
と
こ
ろ
を
一
気
に
攻
め
よ
。（
其
の
四
）

〇�

戦
い
に
行
く
国
司
以
上
は
手
持
ち
の
馬
に
乗
れ
。
足
り
な
け
れ
ば
駅
馬
・
伝

馬
を
充
て
よ
。（
其
の
五
）

〇�

兵
士
や
百
姓
が
戦
い
に
行
き
、
官
よ
り
支
給
す
る
兵
糧
は
家
を
出
て
か
ら
五

日
目
と
せ
よ
。
戦
闘
の
急
迫
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
米
を
、
要
所
に
は
糒
を

支
給
せ
よ
。（
其
の
六
）」

　
『
日
本
紀
略
』
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
四
月
十
七
日
の
記
事
に
「
勅
を
大
宰
府

に
与
え
新
羅
賊
を
平
定
せ
よ
。
又
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
諸
道
に
命
じ
、
武
具
を

備
え
精
兵
を
選
び
警
護
に
勤
め
よ
」
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
は

北
陸
の
警
備
強
化
を
指
示
し
て
い
る
が
、「
北
陸
」
を
「
越
前
」
と
置
き
換
え

て
も
考
え
ら
れ
る
。
越
前
は
北
陸
地
方
の
要
で
、
対
内
外
的
に
も
最
前
線
で
あ

り
、
越
前
で
こ
れ
ら
の
賊
を
食
い
止
め
る
政
策
は
古
来
我
が
国
の
重
要
な
方
針

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
二
）
国
の
大
事
へ
の
対
策

　

有
事
に
直
面
し
た
政
府
は
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
打
ち
出
し
た
。
①
神
力
に
縋

る
。
②
交
通
・
通
信
の
整
備
。
③
武
器
兵
糧
を
蓄
え
る
。
④
越
前
国
を
大
国
に

す
る
。
⑤
建
国
と
建
郡
を
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
こ
こ
で
は

④
と
⑤
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
越
前
を
大
国
に
す
る
と
い
う
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。
式
内
社
を
配

置
し
、
軍
備
を
用
意
す
れ
ば
外
敵
か
ら
国
を
護
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
越
前
国

は
日
本
海
沿
岸
の
中
央
に
位
置
し
、
天
然
の
敦
賀
湾
を
持
ち
、
愛
発
の
関
を
擁

し
、
北
陸
道
で
は
指
導
的
位
置
を
占
め
る
国
で
あ
る
か
ら
、
平
常
の
国
府
の
事

務
量
に
対
外
的
事
務
量
が
加
わ
れ
ば
、
職
員
の
数
も
増
や
す
必
要
が
出
て
く
る

こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
二
月
二
十
五
日

に
「
越
前
・
肥
後
二
国
各
掾
一
人
を
加
え
置
く
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
越

前
国
の
掾
は
二
人
体
制
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
を
も
っ
て
越
前
国
は
大

国
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
国
に
な
る
こ
と
は
国
府
の
職
員
が
一
人

増
え
る
だ
け
で
な
く
（
目
は
奈
良
時
代
か
ら
二
人
）、
国
司
の
ラ
ン
ク
も
上
る
こ

と
を
意
味
し
、
中
央
政
界
で
も
力
の
あ
る
国
司
が
任
命
さ
れ
、
国
と
し
て
重
要

視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
建
国
と
建
郡
問
題
で
あ
る
。『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）

二
月
三
日
の
太
政
官
奏
に
「
越
前
国
の
江
沼
・
加
賀
二
郡
を
割
い
て
加
賀
国
と

な
す
事
」
が
あ
り
、
そ
の
理
由
に
「
加
賀
郡
は
国
府
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
、

往
復
に
不
便
で
あ
る
。
吹
雪
の
日
は
殊
に
難
儀
で
あ
る
。
加
え
て
道
中
に
は
四

つ
の
大
き
な
河
川
が
あ
り
、
洪
水
の
た
び
ご
と
に
多
く
の
日
を
費
や
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
人
馬
は
身
動
き
が
で
き
な
い
。
又
郡
司
や
郷
長
が
不
正
を
し
て
も
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遠
く
て
訴
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
あ
ま
り
の
過
酷
さ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

ず
逃
散
す
る
者
も
い
る
。
ま
た
国
内
は
広
く
て
遠
い
た
め
国
司
の
検
察
に
は
煩

い
も
多
く
、
官
舎
の
修
復
や
農
業
の
奨
励
も
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
、
別
け
て
一
国
を
建
て
、
名
を
加
賀
国
と
す
れ
ば
…
」
と
建
国
を
要

請
し
て
い
る
。

　
『
日
本
紀
略
』
同
年
六
月
四
日
の
条
に
「
越
前
国
が
言
う
に
は
、
丹
生
郡
管

郷
十
八
、
駅
三
、九
郷
一
駅
を
割
い
て
今
立
郡
と
い
い
、
加
賀
国
江
沼
郡
管
郷

十
三
、
駅
四
、五
郷
二
駅
を
割
い
て
一
郡
を
建
て
能
美
郡
と
い
い
、
加
賀
郡
管

郷
十
六
、駅
四
、八
郷
一
駅
を
割
い
て
一
郡
を
建
て
石
川
郡
と
い
う
。地
が
広
く
、

人
口
が
多
い
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
。
三
つ
の
郡
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
多
く
の
郡
司
は
任
命
さ
れ
、
管
理
体
制
も
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

中
国
や
朝
鮮
半
島
の
抗
争
に
は
我
が
国
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
大
陸
や

朝
鮮
半
島
か
ら
の
人
的
交
流
は
北
九
州
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
海
ル
ー
ト
も
多

く
使
わ
れ
た
。
政
府
は
渤
海
使
節
来
朝
を
大
宰
府
経
由
で
要
望
し
た
も
の
の
、

地
勢
的
関
係
か
ら
日
本
海
岸
に
上
陸
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
政
府
も
日

本
海
ル
ー
ト
も
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
敦
賀
に
松
原
客
館
を
、
能
登
に
能
登
客
院

の
建
設
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
情
勢
か
ら
対
外
危
機
を
探
知
し
、
有
事
に
備
え
を
疎

か
に
で
き
な
い
と
考
え
た
中
央
政
府
は
、
特
に
日
本
海
沿
岸
の
無
防
備
に
慌
て

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
奈
良
時
代
は
「
上
国
（
上
の
上
国
）」
で
あ
っ

た
越
前
国
を
格
上
げ
し
て
「
大
国
」
と
し
、重
要
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

越
前
国
は
日
本
海
の
中
央
部
を
占
め
、
日
本
海
の
情
報
を
集
め
や
す
い
位
置
関

係
に
あ
り
、
奈
良
時
代
は
関
国
と
し
て
有
事
に
対
応
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た

こ
と
も
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
人
口
と
田
積
も
多
く
大
国
と
し
て
の

条
件
を
備
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
央
の
大
学
で
学
を
修
め
た
文
章
生
を
北

陸
や
山
陰
の
掾
に
任
じ
よ
（『
魚
魯
愚
鈔
』）
と
あ
る
の
は
日
本
海
ル
ー
ト
を
重

要
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

今
立
・
能
美
・
石
川
三
郡
を
建
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
管
理
体
制
が
強
化
さ
れ

た
。
宝
亀
十
一
年
・
寛
平
六
年
の
勅
に
よ
っ
て
北
陸
地
方
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、

郡
の
設
立
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表五　飛馳使の派遣

年 発国と回数 理由

780 陸奥１ 蝦夷
789 陸奥２ 蝦夷
825 隠岐 渤海
828 但馬１ 渤海
836 大宰府８ 遣唐使
837 大宰府１ 遣唐使
839 大宰府２ 遣唐使
845 大宰府１ 新羅
848 上総１ 俘囚
〃 能登１ 渤海

849 大宰府２ その他
 〃 能登２ 渤海

854 陸奥１ 新羅
855 大宰府１ その他
 〃 陸奥１ 蝦夷

857 大宰府１ その他
859 能登１ 渤海
873 大宰府１ 渤海
875 下総１ 俘囚
878 出羽８ 蝦夷
 〃 陸奥１ 蝦夷

879 出羽３ 蝦夷
882 加賀１ 渤海
883 上総２ 俘囚
893 大宰府５ 新羅
894 大宰府９ 新羅
899 上野３ ？
901 信濃１ ？
902 越後１ ？
903 出羽１ ？
915 信濃１ その他
〃 武蔵１ ？

939 出羽３ 俘囚
 〃 信濃２ ？
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